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要なことかを自覚していただきたいからである。 factory でなく laboratory でしか行えない研究課題・
環境を学生達に与えることが、担当教員の重要な責務である。通常、修士課程の成果は院生自身のみな
らず担当教員が対となって評価されている。
よく使われる実学・虚学の定義、ならびに線引きは定かでない。しかし、真の実学は大学で為され得
るのだろうか。「研究とは所詮、遊び心（知的好奇心）の具現化の過程である」とは過言の極みかもし
れない。が、上記の本来業務と表した文言の真意は、職位と周囲事情によって異なるだろうが、電気関
係教室の教員さんは正確に理解して下さるものと信じている。冒頭に引用した類の、世の中の流れに過
度に捕われることなく、更なるご発展を祈念し拙文を閉じたい。
